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<巻頭言>
社大社会福祉学会、そして『社会事業研究』誌の使命
～力量ある社会福祉専門職として生涯にわたり自らを磨く場になるために、
それぞれの会員に期待すること～
　2012< 平成 24> 年 10 月に日本社会事業大学学長に就任し、本学社会福祉学会会長
として初めて社会事業研究誌の巻頭言を執筆するに当り、学内学会創立 50 周年記念
誌、および創刊からの社会事業研究誌を改めて通覧してみました。1961 年創刊の本
研究誌は、長い歴史と伝統に裏打ちされ、社大関係者の思いが込められた、本学に
とっては掛け替えのない貴重な財産であることを改めてひしひしと実感しています。
学会会長として本誌の位置づけの重みと、本学会や本研究誌が与えられた役割を適
切に果たし、その使命をより豊かに発展すべきことを、いま一度こころ新たにして
おります。
　さて本学会および本研究誌の使命とは何か。第 10 代会長の大橋謙策元学長によれ
ば、本学会は「同窓生の社会福祉実践の振り返りと理論化、在学生の社会福祉学へ
の探求心の向上、教員の研究成果の社会還元という３つの機能を統合させることを
目的」にし、同時に「本学のリカレント教育の要としての役割を担う」(大橋 ､2010)
とその使命を説明しています。本学会の担い手が社大同窓生と在学生、教員の三者
であること、そしてその三者が社会福祉実践・研究に対してそれぞれに向き合う役割・
機能を本学会の場で統合させること、さらには何より社大卒業生・同窓生にとって、
また在学生にとっては将来の、リカレント教育の要としての役割を担っていること
を明確に示しておられます。
　ご承知の方も少なくないと思いますが、本学はいま、社大を取りまく厳しい社会
情勢・福祉情勢の大きな変化に対して、新たな更なる発展を期すために、「変革と発
展プラン」の作成を進めています。その中核となるものは、社大卒業生・在学生が
福祉専門職として生涯にわたって自らを磨き、資質と力量を高め、より良いキャリ
ア形成ができるよう、社大が全体として大きな役割を果たすことにあります。「生涯
キャリア形成モデル」と呼ばれるこの構想は、社大の各教育・研究部局が有機的 ･一
体的に連携し、社大ネットワークの協力を得ながら、キャリア形成に意欲をもつ人
材を積極的に招き入れつつ、力量ある福祉専門職を生涯にわたって支援できる専門
教育・研究・実践支援の包括的システムを構築することを目指しています。
　このような位置づけの中で、本学会の役割は極めて重要です。社大同窓生と在学生、
教員の三者が一体となって、卒業生・在学生の生涯にわたる資質・力量の向上とキャ
リア形成を目指す場として、より良い福祉実践を共有し、優れた実践研究を共に進
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める場として、本学会はさらにその機能を高め、発展することが強く期待されてい
ます。本学会の長い歴史と伝統に加えて、この新たな使命を果たす掛け替えのない
場として、本学会に寄せられる期待は極めて大きいと言えます。
　この大きな期待に対して、本学会、そして本研究誌の現状はどうでしょうか。２
日間の研究大会を通してフルに大会に参加し、積極的に大会テーマを追求する参加
者は残念ながら多くはないようです。また学会の担い手である社大同窓生と在学生、
教員の三者が本学会の場で積極的に交流し意見を交わし、社会福祉実践・研究に対
するそれぞれ役割を統合させる役割も必ずしも十分ではありません。研究誌につい
ても、研究大会記録集という位置づけに甘んじている側面があります。
　このような現状に対して、本学会・研究大会の持ち方を大きく変えようという動
きが学内から起こっています。在学生幹事有志が今年度研究大会終了後から集まり、
来年度研究大会に向けて繰り返し議論を重ね、自分たちがもっと積極的に参加でき
るよう企画を練っています。また学会評議員を中心とした本学教員たちも、全体企
画がより社大同窓生・在学生・教員のニーズに合ったものになるよう企画を立案し
ています。このような動きに対応して、本研究誌の位置づけも少しずつ変化して来
るものと考えます。
　繰り返しになりますが、本学会・本研究誌の果たして来た使命に加えて、新たな
社会情勢の中でこれから果たすべき本学会の役割は極めて重要です。本学会が本学
会会員、同窓生・在学生のために、もっと有用で有益なものになるよう、皆さまと
ともに知恵と力を合わせて行きたいと考えます。皆さまのご協力のほど、何とぞよ
ろしくお願い申し上げます。
文献　大 橋謙策 (2010). 「社会事業」思想・実践の復活と本学リカレント教育の隆盛 . 社会
事業研究 49 号 : 2-3.
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